第10回雁鳴きフォーラム（大阪）2009年6月14日（日）

「富岡鉄斎の歩いた万里の路」

9期（ペルシャ語学科）　奥田素子

富岡鉄斎（1836～1924）は最後の文人といわれ、独自の画風を確立した画家です。天保７年京都に生まれ、大正13年89歳で亡くなるまでに、1万点を超える作品を遺しました。しかし自身はあくまでも儒者、学者としての姿勢を貫き、職業画家と見られることをきらいました。そして万巻の書を読み、万里の路を行くという文人が理想とする生き方をを実践しました。そうした鉄斎の「万里の路を行く」即ちその「旅」とは鉄斎にとってどういうものだったのかを紹介したいと思います。
鉄斎の旅は24歳の頃、越前・若狭・丹後方面に約半年旅行したことに始まります。そして晩年まで日本各地を巡りました。その旅は単に物見遊山のものではなく、歴史上の古跡や墳墓を調査し、或いは風俗を調べ、地理の調査などという目的がありました。こうした旅で見た山河や勝景の感動は心中深く刻まれ、それは胸中の丘壑として多くの名作を生みました。
・鉄斎の旅から生まれた代表的な作品
　　《高千穂峰図》　　明治5年（1872）　　37歳　　　　掛幅　

　　　《那智瀑布図》　　　　　　　　　　　40歳代　　　　掛幅
　　　《筑波山真景図》　　　　　　　　　　40歳代　　　　掛幅

　　　《蝦夷人図》　　　明治25年（1892）　57歳　　　六曲屏風一双

　　　《鳩峰・五瀬・春日三景図》　　　　　50歳代　　　三幅対

　　　　　鳩峰は石清水八幡宮、五瀬は伊勢神宮、春日は春日大社
　　　《月ヶ瀬図巻》　　　　　　　　　　　50歳代　　　　巻子

　　　《耶馬溪真景図巻》　　　　　　　　　50歳代　　　　巻子　

　　　《名所十二渓図》　明治37年（1904）　69歳　　　六曲屏風一双
　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おのころじま),磤馭盧島)・霧島・耶馬溪・月ヶ瀬・吉野山・瀞峡・更科・富士山・妙義山・
華厳の滝・松島・蝋燭岩

　　　《富士山図》　　　明治31年（1898）　63歳　　　六曲屏風一双

　　　《富士遠望図・寒霞渓図》明治38年（1905）70歳　六曲屏風一双

　　　《妙義山図・瀞八丁図》　明治39年（1906）71歳　六曲屏風一双

　　　《華之世界図》　　大正3年（1914）　79歳　　　　掛幅

　

　　　《日本絵図》　　　明治9年（1876）　41歳　　　　掛幅　
　　　　　　この作品を描いたとき鉄斎はすでに九州から北海道まで全国の名勝旧跡を旅していた。
